
 

「東北圏広域地方計画」推進に関する情報紙 

『東北圏だより』            
 

 福島の本格的な復興・再生加速への取組みについて     福島復興局 

 東日本大震災から５年。福島県の避難者数は平成 24 年 5 月 16 万 4,865 人をピークに減少を続け、

平成 28 年 1 月現在で 10 万人を下回りましたが、未だ多くの方々が避難を続けています。 

除染作業が確実に進み、県内の空間放射線量は平成 23 年 4 月と比べ、大幅に減少、原発事故被災 12

市町村のうち、避難指示等の解除が、田村市（平成 26 年 4 月）川内村（一部平成 26 年 10 月）楢葉

町（平成 27 年 9 月）でなされました。避難者の居住の安定を図るため、公営住宅の整備は、地震・津

波被災者向け 2,600 戸、原発避難者向け 1,167 戸が完成（いずれも平成 28 年 3 月現在）。また、避

難解除等区域の復興を、周辺地域から支援するため、常磐自動車道の全線開通（平成 27 年 3 月）、ＪＲ

常磐線広野竜田駅間開通（平成 26 年 6 月）等、公共インフラの復旧・整備も進められています。 

「集中復興期間」が平成 28 年 3 月に終了し、「復興・創生期間」（平成 32 年度まで）がスタート。

福島では、平成 29 年 3 月までに帰還困難区域を除いた全ての区域の避難指示を解除し、帰還可能・加

速化しうるよう「本格的な復興のステージ」の始まりでもあります。 

 福島復興局としては、福島の復興再生のために創設された制度を活用し、帰還環境の整備や長期避難

者の生活拠点の形成を図ること。また、12 市町村の将来像有識者検討会提言の速やかな実現に向けて、

ハード・ソフト施策の両面から、職員一丸となって取り組んでいきます。 

 福島県の復興状況については、福島復興局ＨＰにおいてご紹介しておりますので是非ご覧ください。 

 

 

○最近の話題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○福島復興局 HP 特集ページ 

復興の現場で活躍する方々や福島の魅力（地場産品を使用したスイーツ紹介等）を紹介しています。 

http://www.reconstruction.go.jp/portal/chiiki/hukkoukyoku/fukusima/fukushima-

hukkokyoku.html 

 

○福島の復興のあゆみ 

復興の状況や今後の主な取組みをまとめ、定期的に公表しています。 

http://www.reconstruction.go.jp/topics/20140305095138.html 
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▲復興再生道路の一つで浜通りと中通りを結ぶ県道原町川俣線 八木沢トンネル貫通（平成 28 年 3 月 20 日） 

http://www.reconstruction.go.jp/portal/chiiki/hukkoukyoku/fukusima/fukushima-hukkokyoku.html
http://www.reconstruction.go.jp/portal/chiiki/hukkoukyoku/fukusima/fukushima-hukkokyoku.html
http://www.reconstruction.go.jp/topics/20140305095138.html


○つちおと情報館 

住宅・公共インフラの進捗状況を定点観測写真等で紹介しています。 

http://www.reconstruction.go.jp/portal/juutaku_koukyou/album/fukushima/201305221

62723.html 

 

 

 東北の観光復興に向けて  ～「広域観光周遊ルート」３つのモデルコースを策定～   

東北運輸局 

  観光庁は、複数の都道府県を跨がって、テーマ性・ストーリー性を有する魅力ある観光地域を交通ア

クセスも含めてネットワーク化し、外国人旅行者の滞在日数に見合った訪日を強く動機づける観光周遊

ルートを形成することにより、外国人旅行者の周遊の促進による地域の活性化を図ることを目的に、「広

域観光周遊ルート形成促進事業」を推進しています。 

 昨年６月に、「広域観光周遊ルート」として全国で７つ、東北では、色彩あざやかな四季を奏で、多く

の文人を魅了してきた美しい自然と風土が育んだ歴史文化と食を探訪して頂くルートとして、東北観光

推進機構が申請した「日本の奥の院・東北探訪ルート」が国土交通大臣から認定されました。 

 また、本年４月には、東北の観光周遊ルートとして具体的な３つのモデルコース①四季が織りなす東

北の宝コース、②三陸の恵みと復興コース、③日本海の美と伝統コースを策定し、観光庁から選定されま

した。 

 東日本大震災から５年が経過した東北地方においては、外国人延べ宿泊者数が２０１５年末には震災

前の水準（約５１万人泊）に回復しましたが、全国水準に比較するとまだまだ伸びしろがある状況です。

また、政府は２０１６年を「東北観光復興元年」と位置づけるとともに、「明日の日本を支える観光ビジョ

ン」においては、東北６県の外国人宿泊者数を２０２０年には１５０万人泊（２０１５年の３倍）とする

方針が示されたところです。 

 このため、今後は各自治体や関係機関等と連携を強め、３つのモデルコースに関して海外への情報発

信や旅行商品の造成促進など、観光入込み客数や宿泊者数増加に向けた取組みをより一層進めてまいり

ます。 

 

【モデルコース】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①四季が織りなす東北の宝コース   ②三陸の恵みと復興コース      ③日本海の美と伝統コース 
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  編集後記  

新しい東北圏広域地方計画がスタートして初めてとなる担当者会議が５月１９日に開催されました。お忙しい

中ご出席頂きましてありがとうございました。 

今後は計画の着実な推進に向けて推進体制の検討等を行っていくことになります。各構成機関の皆様からのご

提案やご協力を引き続きよろしくお願いいたします。    

まもなく東北圏も梅雨に入ります。春から夏へ季節が変わるこの時期は寒暖の差が大きく体調を崩しやすいそ

うです。皆様におかれましては体調管理に十分気をつけてください。 

 

 

『東北圏だより』に掲載する広域地方計画に関連する情報をお寄せ下さい。また、『東北圏だより』

へのご質問、ご意見、ご要望等についても結構です。お気軽に次のアドレスまでメールでお寄せ下さ

い。メールアドレス：kou-suishin2@thr.mlit.go.jp 


